
分類 内容 コメント 対応

利用者数の想定は？
図書館６万人、市民センター５～６万人、文化ホール２～３万
人 計１５万人 子育て支援、交流でプラスが見込まれる

一方通行のアクセスでは危ない 第３回検討委員会の検討事項
花輪市民センターは年々利用者が増加している 工夫次
第で人口は減っても利用は増やせる
防災拠点の考えは？ 引き続き防災拠点となる見込み

人が集まるためには敷地内に店が必要 可能な範囲かと思う

テーマを持って造ることが重要

テーマを公募しては？ 検討委員会で検討しては？

新施設が市民の応援を得ていかなければならない

一般席を多くすべき 閲覧席は対象を限定せず館内全体で座席数を確保した

児童スペースは椅子と座れる床どちらも必要

図書の電子化の想定をすべき

インターネット利用が増えると思うが増設出来るのか？

蔵書のデジタル化は利便性が高まるので進めるべき 管理運営計画の検討事項
司書が居る学校図書館は利用が増えた 人のソフト面も

第 ２ 回 検 討 委 員 会 の 検 討 内 容

複合施設
全体

図書館
時代の流れに対応していく可変性のあるもの、という方針の
前段で対応

資料１

司書が居る学校図書館は利用が増えた 人のソフト面も
考えていただきたい

管理運営計画の検討事項

中央公民館的な機能を持たせるのか？
それぞれの施設の位置づけ、仕組みは検討していかなけれ
ばならない

エレベーターの設置を 設置する 大きさ等については検討事項
市民センターが今のまま入るのか、いろいろな機能を考
えながら新しい市民センターを想定しているのか？

機能について花輪地域づくり協議会内の意見集約中 第４回検討委員会の検討事項

映画を上映出来る設備が欲しい

映画は人が集まるためにはぜひ必要

席数７００の根拠は？ 入場者が７００名程度だった去年の鹿角音楽祭が根拠のひとつ

花輪のホールを使っている団体をみると６００位で間に
合う 小ホールが一番利用されるが、舞台のないリハー
サル限定か？

リハーサルメインだが、簡単なステージのスペースは設けたい

MIT、交流センター等他のホールとの関係は？
大ホールが機能を果たすためにはリハーサルのための小
ホールが必要 また、現在の市民センターの利用状況からも
小ホールが必要

中途半端な大きさにならないように 一番活用されやすい、市民が使いやすいことが必要
施設の利用状況から小ホールはあった方がいい 天井が
高めだと活用の幅が広がる 避難所としても必要
移動するのは？ 子育て支援センターとファミリーサポートセンター

遊戯室の区割り等の検討はこれからか？ 実施設計の段階で検討

市民センター

子育て

スクリーンは設けるが、投影機能については今後の検討

文化ホール

特に用事がなくても集える空間に 使われ方の想定をした上で設計することになる

充実した公園を
交流広場















（仮称）学習文化交流施設の市民センター機能に関わる意見書

施設、機能等 意見内容

施設全体に関して

運営に関わる懸案
事項

その他

多目的ホール

調理室

創作室

事務室

地元の設計者を使って、雪や風の通り道など自然環境を活かした建物を
建ててほしい。

子育て支援センターの機能は不要ではないか？

市内の他の施設と同様の施設と重なる可能性が大。役割分担をして、情
報を共有できるように。

生涯学習のコンシェルジュ的役割が求められる。市の中心施設として、
他の施設と連携をとって情報管理ができるようにしてほしい。

和室

ロビー・ホワイエに作品展示できるスペースを作ってほしい。

パネル等の収納場所が不可欠。

コミュニティラジオブースを設置してほしい。（狭くても可）⇒いつの
日か、ラジオ開局を！！

市民センターの管理・運営を地域づくり協議会に委託する場合、大ホー
ル・小ホールの管理も一緒に任せてもらいたい。現センターのホール機
能が小ホールに移ると考えられる。併せての管理を任されたほうが合理
的。また、一緒でないと、文化祭の実施等が難しくなる。

エレベーターはパネルの運搬ができるサイズに。

暖房設備は各室で調節できるものにしてほしい。

現在の市民センター部屋数で不足しているのだから、部屋数を増やした
方がよい。

水道設備を設置。（イメージ：ストーンサークルの縄文工房）

来客が話せるスペースをとってほしい。

各団体への貸しロッカーを確保してほしい。

１００畳ほしい。（競技かるたの各種大会及び練習会場として）
茶室がほしい。（水屋・炉の位置など専門家のアドバイスを受け）

４００人は収容できないと少ない。⇒６００～７００人収容との発表有

収納棚などのスペースを充分確保してほしい。




